
資料 １

渋滞対策にかかるこれまでの取り組み

１ 検討会の開催状況

平成２９年度
第１回検討会 ６月１４日
・検討項目について、４つの区分ごとの具体的検討項目（たたき台）を提示

第２回検討会 ８月３１日
・４つの区分毎に整理した今後の取り組みの方向性（案）を提示

第３回検討会 １２月２５日

・区分毎の今後の取り組みについて、具体案を説明

第４回検討会 ３月２８日
・福島県原子力防災避難経路阻害要因調査について、概要とスケジュールを説明

２ 福島県原子力防災避難経路阻害要因調査の概要

・住民アンケートの実施（得られた住民の避難行動の傾向をシミュレーションに反映）
・シミュレーションに必要なデータの収集（地区毎の住民人口、始点と終点の整理）
・シミュレーションの実施

想定シナリオ（避難タイミング、避難指示の範囲等により複数想定）

避難時間推計の実施
・渋滞発生箇所の特定
・渋滞発生箇所毎の回避方法の検討
・避難ルートマップ（シミュレーションの結果等を避難時に有用な情報とともに地図上

に示したもの）の製作
・ホームページ「原子力災害に備える情報サイト」の改修 等

３ これまでの成果について

平成３０年 １月 「原子力災害に備える情報サイト」創設

４月 「福島県原子力防災避難経路阻害要因調査業務」契約
６月 「原子力災害に備える情報サイト」全面リニューアル
７月 「原子力災害に備える情報サイト」スマートフォン専用

サイト創設

８月～ 原子力災害時に避難についてのアンケート調査実施
９月 リーフレット「原子力災害にそなえて」配布



参 考

区分毎の検討項目（平成２９年度第２回検討会より）

１ 避難方策の具体化

・避難ルートの再点検（道路幅員の確認、問題点の洗い出し）

・追加できる避難道路の具体化（広域農道や市町村道等で改良済みの路線等）

・渋滞シミュレーションの実施

２ 住民啓発・情報発信

・段階的避難の合理性、有効性について、リーフレットを作成する等の啓発に努める。

・県民に原子力発電所の状況を分かりやすく伝えていく。

３ 情報提供の方策

・県で原子力災害時の避難に必要な情報を入手できる方法を整理して県民に周知する。

４ 車両分散の方策

・引き続き、関係機関と調整しながら効果的な対策を検討していく。

原子力災害に備える情報サイト


